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�
　　１０月からはじまる

　　　有料対象ごみの指定袋販売予定店

�
　    特集 市町村合併を考えてみよう５

お答えします。住民発議制度

�
     介護予防をすすめましょう

�

�

　　10月１日から制度の一部が改正されます
          国民健康保険制度
          老人保険制度

�カメラ見てあるき
■人里近くにヒグマ現る
■社会福祉の充実を
■勇壮！あんどんパレード ほか

�

�

Ｐｏｓｔ町民の声　 ごみの有料化について
家庭教育シリーズ【187】　東中小学校長　

Myホームページ紹介　きゃらうえい  村上 武さん
インタビュー　  川崎　光克さん
ふぁみりーパズル

�町立病院だより　外科医　兼古　稔

�
健康予防カレンダー
わが家のアイドル

�
９月のお知らせ　
まちの行事予定・児童館だより
■献血車来町
■善行表彰候補者の推薦
■自衛官採用試験のご案内 　ほか

�防災一口メモ�　富良野断層帯の調査始まる

�

かみふっこギャラリー　西保育所園児作品
人めぐり逢い
人のうごき

※裏表紙からはじまります

裏表紙
�

�

生涯学習だより まなびの輪    
『子ども会』交流会
生涯学習情報
参加レンダー
公民館図書室 新刊のご案内

上富良野町広報誌　２００２年９月号   目次
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【中富良野町】　最高級の清酒

中富良野産米のお酒
　クリーン米の生産で知られる中富良野産米の
「ゆきひかり」から誕生した吟醸酒「紫の雫
（むらさきのしずく）」・純米酒「法螺吹（ほら
ふき）」。
　丹精込めて作られた最高級清酒です。
　芳醇（ほうじゅん）な味わいをお楽しみくだ
さい。
　問合せ　なかふらの産米酒造振興会

ＪＡふらの中富良野支所　��２２１１
中富良野町商工会　　　　��２６０６

【占冠村】　秋の味覚を満喫しませんか？

紅葉まつり
　占冠村の秋の味覚を満喫できる紅葉まつり。
　今年は９月２９日（日）に開催します。
　天然ナメコ狩りやナメコ汁、名物ナメコうど
んなど、紅葉を目で楽しんで、さらにおいしい秋
も楽しめますよ。
　問合せ　占冠村役場産業課　��２１２１

【南富良野町】　道の駅でひと休み

道の駅『南ふらの』
　国道３８号線沿いにカヌーの舳先（へさき）をイ
メージした変わった形の物産センター。駐車場
は１２０台収容可能でゆったり。レストランや特産
品の売店もあり、館内に入ると幻の大魚イトウ
の水槽が出迎えてくれます。
　快適なドライブの休憩にぜひお立ち寄りくだ
さい。
　問合せ　南富良野町振興公社　��２１００

【富良野市】 富良野の秋をまるかじり

ふらのワイン・ぶどう祭り２００２
　ぶどうヶ丘の小高い丘から見渡す田園風景
と、地場産品のおいしい味覚で、「富良野の恵
み」を満喫できる１日です。（雨天実施）
　ロゼワイン・ぶどう果汁の無料提供、無料連
絡バスもあります。
　９月２２日（日）　１１時～１４時
　場所　富良野ぶどうヶ丘公園
　問合せ　富良野市役所商工観光課　��２３１２

【上富良野町】　スタンプラリー！

第３１回十勝岳温泉紅葉まつり
　９月２１日（土）～２３日（月）
　十勝岳温泉郷（白銀荘、凌雲閣、カミホロ荘、
バーデンかみふらの、フラヌイ温泉）では、期間
中の毎日、１０時から１５時までの入浴料割引や先着
５０名様にゆでとうきびをプレゼント。スタンプ
ラリーで豪華景品が当たります。
　十勝岳の紅葉と温泉入浴、上富良野の味覚をお
楽しみください。
　問合せ　�かみふらの十勝岳観光協会

　��３１５０



 �かみふらの 広報９月号
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本町３丁目６番３３号ミミミミミミミミミミミミミミミミニニニニニニニニニニニニニニニニシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョッッッッッッッッッッッッッッッッププププププププププププププププああああああああああああああああおおおおおおおおおおおおおおおおききききききききききききききききミニショップあおき

本町３丁目�����������������ツツツツツツツツツツツツツツツツルルルルルルルルルルルルルルルルハハハハハハハハハハハハハハハハ上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野店店店店店店店店店店店店店店店店ツルハ上富良野店

北町１丁目�����������������西西西西西西西西西西西西西西西西塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚清清清清清清清清清清清清清清清清掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃掃社社社社社社社社社社社社社社社社西塚清掃社

中町２丁目２番３３号ロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーソソソソソソソソソソソソソソソソンンンンンンンンンンンンンンンン上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富店店店店店店店店店店店店店店店店ローソン上富店

宮町１丁目１番１２号松松松松松松松松松松松松松松松松屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋製製製製製製製製製製製製製製製製パパパパパパパパパパパパパパパパンンンンンンンンンンンンンンンン松屋製パン�����������������

錦町２丁目２番２８号�����������������若若若若若若若若若若若若若若若若佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐商商商商商商商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店店店店店店店若佐商店

宮町２丁目６番２４号宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢商商商商商商商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店店店店店店店宮沢商店

南町１丁目１番３４号�����������������中中中中中中中中中中中中中中中中沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢自自自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車車車車車整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備工工工工工工工工工工工工工工工工場場場場場場場場場場場場場場場場中沢自動車整備工場

中町２丁目３番１号セセセセセセセセセセセセセセセセイイイイイイイイイイイイイイイイココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトままままままままままままままままななななななななななななななななべべべべべべべべべべべべべべべべ店店店店店店店店店店店店店店店店セイコーマートまなべ店

旭町４丁目ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＡコープＷＥ’’’’’’’’’’’’’’’’’ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ店店店店店店店店店店店店店店店店Ｓ店

宮町３丁目９番２７号吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤商商商商商商商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店店店店店店店吉澤商店

錦町２丁目２番１号松松松松松松松松松松松松松松松松井井井井井井井井井井井井井井井井薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局松井薬局

中町１丁目１番１８号上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野商商商商商商商商商商商商商商商商業業業業業業業業業業業業業業業業協協協協協協協協協協協協協協協協同同同同同同同同同同同同同同同同組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合上富良野商業協同組合

栄町１丁目２番１７号ふふふふふふふふふふふふふふふふららららららららららららららららのののののののののののののののの農農農農農農農農農農農農農農農農協協協協協協協協協協協協協協協協資資資資資資資資資資資資資資資資材材材材材材材材材材材材材材材材課課課課課課課課課課課課課課課課ふらの農協資材課
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本町２丁目１番ダダダダダダダダダダダダダダダダイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイチチチチチチチチチチチチチチチチダイイチ�����������������上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野店店店店店店店店店店店店店店店店上富良野店

栄町３丁目２番４号セセセセセセセセセセセセセセセセブブブブブブブブブブブブブブブブンンンンンンンンンンンンンンンンイイイイイイイイイイイイイイイイレレレレレレレレレレレレレレレレブブブブブブブブブブブブブブブブンンンンンンンンンンンンンンンンセブンイレブン
上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄町町町町町町町町町町町町町町町町店店店店店店店店店店店店店店店店上富良野栄町店

東町４丁目セセセセセセセセセセセセセセセセブブブブブブブブブブブブブブブブンンンンンンンンンンンンンンンンイイイイイイイイイイイイイイイイレレレレレレレレレレレレレレレレブブブブブブブブブブブブブブブブンンンンンンンンンンンンンンンンセブンイレブン
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丘町４丁目河河河河河河河河河河河河河河河河合合合合合合合合合合合合合合合合商商商商商商商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店店店店店店店河合商店

錦町２丁目４番７号�����������������富富富富富富富富富富富富富富富富士士士士士士士士士士士士士士士士屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋呉呉呉呉呉呉呉呉呉呉呉呉呉呉呉呉服服服服服服服服服服服服服服服服店店店店店店店店店店店店店店店店富士屋呉服店

栄町2丁目3番33号�����������������一一一一一一一一一一一一一一一一色色色色色色色色色色色色色色色色商商商商商商商商商商商商商商商商店店店店店店店店店店店店店店店店一色商店

宮町3丁目7番25号印印印印印印印印印印印印印印印印藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤電電電電電電電電電電電電電電電電器器器器器器器器器器器器器器器器印藤電器

平成１４年１０月からの
上富良野町収入証紙（指定容器）
売りさばき予定の指定店

(平成１４年８月末現在)
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平成１４年１０月からの粗大ごみ収集予定業者
(平成１４年８月末現在)
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１０

ご
み
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
空
き
缶
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
生

ご
み
」の
袋
に
つ
い
て
も
、
町
か
ら
の
無
料
配

布
を
終
了
し
、　

月
以
降
、
購
入
し
て
い
た

１０

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
有
料
化
対
象
外
の
た
め
、
袋
代
の
み
）

　

各
指
定
袋
は
、
９
月
下
旬
か
ら
各
店
頭
で

購
入
で
き
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
今
ま
で
お
使
い
の
「
不
燃
ご
み
用

袋
」「
生
ご
み
用
袋
」
は
、　

月
以
降
ご
利
用

１０

で
き
ま
せ
ん
。（
直
接
搬
入
除
く
）

　

不
要
に
な
っ
た
方
は
、
役
場
町
民
生
活
課

ま
で
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

上
富
良
野
町
収
入
証
紙
（
指
定
袋
）

売
り
さ
ば
き
指
定
店
の
募
集
に
つ
い
て

　

指
定
店
の
登
録
受
付
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

指
定
店
に
追
加
･
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
役
場
町
民
生
活
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
６
９
８
５

みみ
ごご
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まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ま
ち
の

将将将将将将将将将将将将将将将将将将将将
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
将
来
を

考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
え
る

　

町
で
は
、
広
聴
事
業
の
一
環
と
し
て
、
住
民
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
『
夢
・
未
来
を
語

ろ
う  
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
』
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

８
月　

日
、「
ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
〜
市
町

２７

村
合
併
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、『
夢
・
未
来
を
語
ろ
う 

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
』
を
開
催
し
、
昼
の
部
、
夜

の
部
の
２
回
開
催
で
、
参
加
住
民　

名
か
ら
色
々

４５

な
ご
意
見
ご
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
中
で
、『
合
併
す
る
・
し
な
い
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
決
め
る
こ
と
と
言
わ
れ
て
も
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
資
料
に
住

民
発
議
と
書
か
れ
て
い
る
が
も
っ
と
詳
し
く
説
明

し
て
ほ
し
い
』
と
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
町

と
し
て
も
知
っ
て
い
る
範
囲
で
お
答
え
し
ま
し
た

が
、
今
回
「
住
民
発
議
制
度
」
に
つ
い
て
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、『
夢
・
未
来
を
語
ろ
う 
ま
ち
づ
く
り
ト
ー

ク
』
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

ご
意
見
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
み
ふ
ら
の

　

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１０

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

　

有
権
者
は
、　

分
の
1
以
上
の
署
名
を
持
っ
て
そ
の
代
表
者

５０

か
ら
市
町
村
の
長
に
対
し
て
、
合
併
の
相
手
方
と
な
る
市
町
村

を
示
し
、
合
併
の
た
め
の
検
討
の
場
と
な
る
合
併
協
議
会
を
設

置
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
求
の
手
続
き
に
は
、
①
１
つ
の
市
町
村
で
請
求
が
行
わ
れ

る
場
合（
合
併
特
例
法
第
4
条
）、
②
複
数
の
市
町
村
で
同
じ
請

求
が
行
わ
れ
る
場
合
の
２
つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。

　

複
数
の
自
治
体
が
合
併
す
る
か
・
し
な
い
か
、
合
併
す
る
と
し
た
ら

ど
の
よ
う
な
方
法
で
合
併
す
る
か
、
新
し
い
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
っ
て
い
く
の
か
を
相
談
す
る
「
法
定
合
併
協
議
会
」
の
設
置
に
は
、

市
町
村
が
き
っ
か
け
に
な
る
場
合
と
、
住
民
が
き
っ
か
け
と
な
り
法

定
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

左
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
は
、
１
つ
の
町
の
住
民
の
代
表
が
合
併

す
る
市
町
村
を
指
定
し
て
、
有
権
者
の　

分
の
1
の
署
名
を
集
め
て

５０

市
町
村
に
請
求
す
る
「
住
民
発
議
」
の
場
合
に
つ
い
て
、
住
民
発
議
後
、

法
定
合
併
協
議
会
が
発
足
さ
れ
る
ま
で
の
手
続
き
の
方
法
と
流
れ
を

例
示
し
て
い
ま
す
。

自主的な
市町村合併の進め方

�住民発議
住民がきっかけとなる場合
　法定合併協議会の設置を
住民が市町村長に請求しま
す。市町村の有権者の１／
５０以上の署名が必要。

�事前協議
市町村がきっかけとなる場合
　合併の検討を行う事実上の
話し合いです。合併研究会や
任意の合併協議会といった組
織がつくられる場合が多い。

�法定合併協議会の設置
　設置には全ての関係市町村議会の議決が必要

　合併を行うこと自体の是非を含めて、合併についてあ
らゆる事を正式に話し合う場所です。
　合併の方向が決まると、新市町村のまちづくり計画と
その実現方法を「市町村建設計画」にまとめます。
　話し合いの結果の主要な部分は、通常「合併協定書」
といった形にまとめられます。

�市町村合併の議決
　合併協定書に基づき、関係市町村の議会が、合併の議
決をします。

�知事への申請
　全ての市町村長から知事へ合併の申請を行います。

�北海道議会の議決と知事の決定
　北海道議会の議決後に北海道知事が市町村合併の正式
決定を行います。
　市を含んだ合併や市になる合併の場合には、総務大臣
への協議と同意が必要となります。

�総務大臣への届出と総務大臣の告示
　総務大臣の告示によって市町村合併の効力が発生し、
新市町村が誕生します。

�
�

�

� �

�

市
町
村
合
併
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
調
整
課
振
興
係�
�
6
9
8
0
へ
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お
答
え
し
ま
す
。
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請求代表者が
町長に提出する署名簿

Ｂ町・Ｃ村のどちらかでも、
「議会で審議しない」の回
答がＡ町にあった場合

Ｂ町とＣ村に協議会の設置について、議会
で検討するかどうか、Ｂ町長・Ｃ村長に意
見を求めます。

Ａ町の住民代表が、有権者の50分の１の署
名を集めてＡ町長に提出しました。
（内容は、Ａ町・Ｂ町・Ｃ村との法定合併
協議会の設置の請求です。）

Ｂ町・Ｃ村の両方で、「議会
で審議します」の回答がＡ
町にあった場合
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Ａ町・Ｂ町・Ｃ村の議会で
協議会設置賛成

Ａ町議会が反対反対、Ｂ町・Ｃ
村の議会で協議会設置賛成

Ｂ町・Ｃ村の議会のどちらか、ま
たは、両方が協議会設置反対反対

Ａ町長が住民投票を請求しない場
合、Ａ町の有権者の６分の１以上
の署名を集めて住民投票の請求

Ａ町長が
住民投票請求

請求

A町長A町請求者代表

照会

回答９０日以内

　請求があった場合、Ａ町長は、
①直ちに請求の旨を公表しなければならない。
②相手方の市町村長に意見をもとめた旨を北海道知事に報告し 
　なければならない。

　回答があった場合、Ａ町長は、
①直ちに回答結果をＢ町長・Ｃ町長・請求代表者に通知しなけ
　ればならない。
②回答結果を公表し、北海道知事に報告しなければならない。

合併協議会は
設置されない

△ △
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Ａ町

Ａ町長

Ｂ町長

Ｃ村長

�

�

　請求代表者は、Ａ町選挙管理委員会に文書
で請求代表者である旨を届け出ます。
　Ａ町選挙管理委員会が、請求代表者証明書
を交付した旨の告示があった日から１か月以
内に署名を集め終えなければならない。

�
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協議会賛成に
過半数が反対反対

合併協議会は
設置される

協議会賛成に
過半数が賛成

▲

合併の方向に決まれば、
右図�～�の順に進められます。

�

�

��

�

A町長も住民代表A町長も住民代表
も住民投票の請求も住民投票の請求
をしない。をしない。

合併協議会は
設置される

住民発議 フローチャート住民発議　 フローチャート

�

�

合併協議会は
設置されない

合併協議会は
設置されない
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適
度
な
運
動
が
効
果
的

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
適
度
な
運
動
が
効
果
的

　

６
月　

日
号
広
報
か
み
ふ
ら
の「
寝
た
き
り
ゼ
ロ

２５

は
脳
卒
中
予
防
か
ら
」
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
い
わ
ゆ
る
生
活

習
慣
病
が
、
寝
た
き
り
・
痴
ほ
う
と
い
っ
た
介
護
と

深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
生
活
習
慣
病
の
発
病
率
が
高
く
な
る
高

齢
者
が
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
歩
く
、
立
つ
、
座
る
、
起
き
上
が
る
な
ど
生

活
す
る
た
め
の
基
本
的
な
身
体
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
に
な
っ
て

も
「
持
久
力
」「
心
肺
機
能
」「
筋
力
」「
骨
の
強
さ
」

「
柔
軟
性
」「
平
衡
感
覚
」
な
ど
身
体
の
能
力
を
あ

る
程
度
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
疾
病
や
加
齢

を
原
因
と
し
て
、
外
出
の
頻
度
や
社
会
交
流
な
ど

が
極
端
に
減
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

身
体
や
頭
の
活
動
が
さ
ら
に
低
下
し
て
、
身
体
の

機
能
低
下
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
を
生
じ
て
、
寝

た
き
り
や
痴
ほ
う
が
進
行
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
年
を
取
る
と
誰
で
も
寝
た
き
り
や
痴

呆
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
て
い
た
り
、
高
齢

に
な
っ
て
か
ら
低
下
し
た
身
体
機
能
は
元
に
は
戻

ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
加
齢
と

と
も
に
心
身
の
機
能
は
誰
で
も
低
下
し
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
低
下
す
る
ス
ピ
ー
ド
に
は
大
き
な
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
適
度
な
運
動
を
し
て

い
る
か
い
な
い
か
で
大
き
く
違
い
が
現
れ
ま
す
。

　

表
１
〜
４
で
は
、
中
高
年
齢
者
で
運
動
を
し
て

い
る
人
と
し
て
い
な
い
人
の
身
体
の
様
子
を
比
較

し
た
も
の
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
適
度
の
運
動

を
す
る
こ
と
で
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
圧
、

骨
密
度
、
筋
力
な
ど
、
低
下
し
た
身
体
機
能
を
増
進

ま
た
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
各
種
の

デ
ー
タ
ー
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
や
心
が
け
で
、

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
を
あ
る
程
度
防
止
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
が
、
無
理
な
運
動
は
ひ
ざ
や
腰
に
負

担
と
な
り
逆
効
果
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
し
、

な
か
な
か
１
人
で
は
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
難
し

い
も
の
で
す
。
町
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
介
護
予
防
教
室『
お
元
気
か
い

（
会
）』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
介
護
予
防
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
社
会
が
進
行
し
て
い

く
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
高
齢
者
自
身

が
自
分
の
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
健
康
で
い
ら
れ
る
期

間
（
健
康
寿
命
）
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

町
で
は
介
護
予
防
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

運動している人は、ＨＤＬコレステロール
（善玉コレステロール)が増えている。

表1

  
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防

介
護
予
防
をををををををををををををををををををををををををををををを
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
まままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううううううううううう

を
す
す
め
ま
し
ょ
う

表３

中高年が筋力運動を３か月間行った結果、ど
のくらい筋力がアップしているかを示したも
のです。運動前の筋力を1とする、肩、胸、ひ
ざ、の筋力がそれぞれ１４～２３パーセントアッ
プしている。

表２
適度な運動するこ
とで、このように血
圧が下がります。

表４

運動した日数が多いほど、骨密度は右肩上
がりに良くなっている。



� かみふらの 広報９月号

介護予防教室『お元気かい（会）』の
参加者を募集しています。

　「お元気かい（会）」は、老人身障者保健センターと泉栄防

　災センターで月2回開催しています。

①対象者　　概ね60歳以上の高齢者で体力の低下が気になる

　　　　　方や体力を維持したい方

②内　容　　保健師・看護師・介護福祉士・健康運動指導士

　　　　　などの専門職や地域福祉推進員、ボランティアな

　　　　　どのスタッフが、体操や運動の指導、健康学習、レ

　　　　　クレーションなどを実施します。

③利用料　　1回２００円（参加する時に徴収します）

④開催日　　右の開催日程のとおりです。

泉栄防災
センター

老人身障者
センター

会
場

９月２６日（木）９月１２日（木）

開
催
日

10月２４日（木）10月10日（木）

１１月２８日（木）11月14日（木）

１２月２０日（木）12月12日（木）

１月30日（木）１月９日（木）

２月27日（木）２月１３日（木）

３月２０日（木）３月６日（木）

◎介護予防教室「お元気かい（会）」開催日程

参加を希望する方、詳しい内容を知りたい方は、参加を希望する方、詳しい内容を知りたい方は、
在宅介護支援センター（老人身障者センター内）在宅介護支援センター（老人身障者センター内）����65336533
保健福祉課保健福祉課����6987まで、お問い合わせください。6987まで、お問い合わせください。

�

地域ふれあいサロン地域ふれあいサロン
モデル事業モデル事業

　実施地区　10住民会
東明、富原、大町、丘町、日の出
栄町、緑町、本町、島津、中町
　各地区の住民会が主催者となっ
て、地域の高齢者とのふれあう行
事を開催する中から、高齢者の生
きがいづくりや閉じこもり予防を
進めています。

介護予防事業介護予防事業
（出張サービス）（出張サービス）
年102回開催予定

　老人クラブ、地域ふれあい
サロン、いしずえ大学、自治
会などの集まりに、専門職を
派遣して、体操・運動、健康
学習など介護予防を進めてい
ます。

お元気かい（会）お元気かい（会）
月2回開催

　身体機能の低下が気にな
る高齢者への身体機能の維
持・増進や生きがいづくりを
進めています。

サテライト・サテライト・
デイサービスデイサービス

（生きがい通所サービス）
週3回開催

　虚弱高齢者の機能訓練、健
康チェック、生活相談などの
サービスを提供します。

寝たきり老人ゼロ作戦寝たきり老人ゼロ作戦
年304回　5,880人

　寝たきりや痴ほうの原因と
なる疾病を予防するため、住
民検診の充実と検診結果の学
習会を開催して、住民の健康
づくりを進めています。

まちのまちの
介護予防事業介護予防事業
実践中実践中



引き続き、加入する医療
保険で医療を受けます。
（「給付率を示した証明書」 
　が交付されます。）
※７５歳から老人保健の対象 
　となります。

ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトポイント

平成１４年１０月１日から平成１４年１０月１日から

国民健康保険の制度が一部改正されます国民健康保険の制度が一部改正されます

①  病院の窓口で支払う自己負担割合が変わります。
　　これまで、国民健康保険の保険証をお持ちの方が病院で負担する自己負担割合は、治療に
　要した費用の３割でしたが、年齢によって下のとおり変更となります。

②  高額療養費の自己負担限度額が変わります。
　　今回の改正により、町民税が課税されている世帯の方に負担していただく医療費の自己負
　担限度額が見直されることとなりました。また、７０歳以上の方には、医療費が高額になった
　ときの負担を軽減するため、あらたに自己負担額限度額が設定されます。それによって、1
　か月の医療費が高額になった場合、役場担当窓口へ申請すると限度額を超えた分の払い戻し
　が受けられます。

　　　　　　  ③　老人保健の対象となる　
　　　　　　　  年齢が７５歳に変わります。
　これまで７０歳に到達した方は、老人保健で医療を受け
ることになっていましたが、平成１４年１０月１日以降に７０
歳になられる方は、それまで加入していた医療保険で引
き続き医療を受けます。ただし、医療費の自己負担割合
や自己負担限度額は、老人保健と同じになります。

平成１４年９月３０日まで 平成１４年１０月１日から

平成１４年９月３０日までに
７０歳になる人は

平成１４年１０月１日以降に
７０歳になる人は

老人保健による医療を受
けます。
（「医療受給者証」が交付
　されます。）
※平成１４年１０月１日以降も
　一定の障害がある場合は
　６５歳以上の人が老人保健
　の対象となります。

　自己負担限度額

４回目以降３回目まで

70,800円

121,800円
医療費が609,000
円を超えたとき
は、超えた分の
１％を加算。

上位所得者

　

歳
未
満

７０

37,200円

63,600円
医療費が318,000
円を超えたとき
は、超えた分の
１％を加算。

一般の人

24,600円35,400円
町民税
非課税世帯

ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトポイント

　自己負担限度額

国保世帯全体70歳以上（老人保健制度対象者を除く）

４回目以降3回目まで世帯単位
（入院含む）

個人単位
（外来のみ）

77,700円

139,800円
医療費が699,000
円を超えたとき
は、超えた分の
１％を加算。

上
位
所
得
者

72,300円
医療費が361,500円
を超えたときは、
超えた分の１％を
加算。また、過去
１２ヶ月間に４回以
上高額療養費の支
給があった場合、
４ 回 目 以 降 は、
40,200円。

40,200円一定以上
所得者

40,200円

72,300円
医療費が361,500
円を超えたとき
は、超えた分の
１％を加算。

一 
般

77,700円

139,800円
医療費が699,000
円を超えたとき
は、超えた分の
１％加算。

上
位
所
得
者

40,200円12,000円一　般

40,200円

72,300円
医療費が361,500
円を超えたとき
は、超えた分の
１％を加算。

一 
般

24,600円35,400円
低
所
得
者

24,600円
8,000円

低所得者Ⅱ

15,000円低所得者Ⅰ

入 院外 来　自己負担限度額

37,200円

3,200円

大病院
5,300円

一　般
　

歳
以
上
の
高
齢
者

７０

24,600円町民税
非課税世帯低

所
得
者 15,000円老齢福祉

年金受給者
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平成１４年１０月１日から

３歳未満の乳幼児　　２割 負担
３歳以上７０歳未満　　３割 負担
７０歳以上　　　　　　 １割 負担
（ただし、７０歳以上の一定以上所得者は２割負担）

平成１４年９月３０日まで

一  般（０歳以上７０歳未満）
３ 割 負担 �

�

�
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老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす老人保健の制度が一部改正されます

①  老人保健で医療を受ける方の対象年齢が変わります。
　　老人保健で医療を受ける方の対象年齢が、これまでの７０歳以上から７５歳以上（一定の障害が
　ある人は６５歳以上）に変わります。
　　この対象年齢は、５年間で段階的に引き上げられることとなり、昭和７年１０月１日以降に
　生まれた方は、７５歳に到達するまでは引き続き現在加入している医療保険で医療を受けます。
　　ただし、昭和７年９月３０日以前に生まれた方については、７５歳未満であっても引き続き老
　人保健で医療を受けることとなります。

②  老人保健制度の一部負担金が変わります。
　　病院にかかったときの負担金は、これまでの外来の月額上限制および診療所における定額 
　選択制が廃止され、外来・入院ともに治療に要した費用の１割を負担することとなります。
　　ただし、一定以上所得者に該当する方は、２割を負担します。

③  老人保健制度の自己負担限度額が変わります。
　　１か月にかかった医療費が高額になった場合、申請をして認められると自己負担限度額を
　超えた分があとから支給されます。同じ世帯に老人保健で医療を受ける方が複数いる場合は
　合算することができます。

老人保健医療受給者証をお持ちの皆様へ　
　現在お持ちの受給者証については、今回の制
度改正に伴い１０月１日以降はお使いいただくこ
とができなくなります。９月下旬に新しい受給
者証を発送する予定ですので、お手元に届きま
したら、これまでの受給者証は廃棄し、１０月以降
は新しい受給者証をお使いください。

７０歳以上（一定の障害がある方は６５歳以上） ７５歳以上（一定の障害がある方は６５歳以上）

治療に要した費用の１割負担
（１ヵ月に3,200円、大病院では5,300円まで
負担）または、定額制の診療所では1日
につき850円（１か月に４回まで負担）

治療に要した費用の１割負担
ただし、一定以上所得者は２割負担
（外来の月額上限制、診療所の定額選択制は
廃止）

平成１４年９月３０日まで 平成１４年１０月１日から
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自己負担限度額
入 院外 来

37,200円

3,200円

大病院5,300
円

一　般

24,600円町民税
非課税世帯低

所
得
者 15,000円老齢福祉年

金受給者

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら平成１４年１０月１日から

自己負担限度額

外来＋入 院
外 来

(個人ごと)

72,300円
医療費が361,500円を超えた
ときは、超えた分の１％を
加算。また、過去１２ヶ月間
に４回以上高額療養費の支
給があった場合、４回目以
降は、40,200円。

40,200円一定所得者

40,200円12,000円一　般

24,600円

8,000円

低所得者Ⅰ低
所
得
者 15,000円低所得者Ⅱ

�
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８
月　

日
、
午
前
９
時
ご
ろ
、
旭
野
地

１８

区
十
人
牧
場
の
林
光
男
さ
ん
方
の
畑
で
ヒ

グ
マ
の
姿
が
目
撃
さ
れ
、
町
、
上
富
良
野

交
番
、
猟
友
会
上
富
良
野
分
会
が
出
動
す

る
騒
ぎ
と
な
り
、
防
災
行
政
無
線
で
「
臨

時
行
政
だ
よ
り
』
を
放
送
し
て
、
住
民
に

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
春
先
か
ら
夏
の
間
も
ヒ
グ
マ

の
足
跡
や
ふ
ん
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
例
年
に
な
く
人
里
近

く
に
出
没
し
て
お
り
、
日
新
地
区
、
清
地

区
、
旭
野
地
区
の
山
林
に
入
ら
れ
る
方
や

山
林
近
く
の
畑
な
ど
農
作
業
を
さ
れ
る
方

８／１８

人
里
近
く
に
ヒ
グ
マ
現
る

…
。」
と
心
配
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
が
、
安
易
に
山
林
に

は
入
ら
ず
、
や
む
な
く
山
林
に
入
る

場
合
や
山
林
付
近
を
通
る
場
合
は
、

ヒ
グ
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
音
の

鳴
る
物
は
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

通
報
者
の
川
野
龍
男
さ
ん
は
「
ヒ
グ
マ
は
約
１
時
間
ほ
ど
畑
で
ア
リ
や

タ
ン
ポ
ポ
の
根
を
食
べ
て
い
た
よ
う
だ
。
今
年
は
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
等
が
少
な

く
、
食
べ
物
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
人
が　

人
ほ
ど
集
ま
っ
た
が
、

３０

人
に
驚
く
様
子
が
な
か
っ
た
。
こ
の
辺
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
人
が
通
っ
た

り
、
山
菜
採
り
に
山
へ
入
る
人
が
多
く
、
事
故
が
起
き
な
け
れ
ば
良
い
が

　
「
ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
〜
市
町
村
合
併
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、『
夢
・
未
来
を
語
ろ

う 
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
』
が
昼
の
部
、
夜
の
部
の
２
回
、
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、　

名
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

４５

　

広
報
誌
１
月
号
と
６
月
号
、
７
月
号
、
８
月
号
で
特
集
し
て
き
た
『
市
町
村
合
併
』

を
あ
ら
た
め
て
町
か
ら
説
明
し
、
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
、「
今
、
富
良
野
沿
線
の
市
町
村
で
は
広
域
行
政
を
進
め
て
き
て
お

り
、
合
併
に
関
し
て
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
合
併
特
例
法

の
期
限
だ
け
で
の
論
議
は
避
け
、
町
の
将
来
を
じ
っ
く
り
考
え
、
町
民
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
、
今
年
度
中
に
は
合
併
す
る
・
し
な
い
を
示
し
た
い
」
と
の
意
向
が
示
さ
れ
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
北
海
道
が
示
す
富
良
野
沿
線
５
市
町
村
の
合
併
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」、「
合
併
特
例
法
の
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
が
説
明
さ
れ
、
急
い

で
合
併
す
る
・
し
な
い
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」、「
今
ま
で
の
説
明
で
は
、

具
体
的
な
将
来
の
町
の
姿
が
見
え

て
こ
な
い
」、「
ま
ち
の　

年
後
、

１０

　

年
後
の
姿
を
見
据
え
た
合
併
論

２０議
を
進
め
な
い
と
い
け
な
い
」
な

ど
の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
初
め
て
、
町
長
が
皆
さ
ん

か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
す
る

意
見
な
ど
を
聞
く
機
会
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
今
回
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
も
と
に
、
引
き
続
き

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ
と

で
、
さ
ら
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
間

で
市
町
村
合
併
の
是
非
を
問
う
議

論
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

８／２７

『
ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
』

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
開
催
さ
れ
る

▲この写真は、昨年９月に清富地区の畑に出没し
た熊の足跡で、前足跡で幅１５センチある。

川野龍男さん

熊熊  発見場所発見場所

町では、周辺の山・畑の農作業等に
注意を呼びかけている。

▲
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景
品
を
そ
れ
ぞ
れ
手

に
し
、
こ
ど
も
盆
踊

り
で
は
、
傘
を
さ
し

た
り
、
か
っ
ぱ
や

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

て
、
一
生
懸
命
踊
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
実

行
委
員
た
ち
は
会
場

を
砂
や
ゴ
ム
マ
ッ
ト

を
敷
く
な
ど
し
て
整

備
に
お
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
の

子
供
会
七
夕
提
灯
行

列
・
祭
り
あ
ん
ど
ん

パ
レ
ー
ド
で
は
、
雨

　

第　

回
を
迎
え
る�
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
か
み
ふ

１０

ら
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
天
候
と
な

り
、
今
年
は
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
屋
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
第　

回
福
祉
大
運
動
会
が
行
わ
れ
、『
玉

２５

入
れ
』
な
ど
の
４
チ
ー
ム
対
抗
競
技
、『
お
掃
除
は
上
手
』
な

ど
の
個
人
競
技
、『
ジ
ャ
ラ
ゲ
ー
ム
』
な
ど
の
老
人
ク
ラ
ブ
対

抗
競
技
が
行
わ
れ
、
江
花
親
和
会
が
優
勝
杯
を
手
に
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
有
頂
天
」
に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
と
陸
上
自

衛
隊
上
富
良
野
音
楽
隊
に
よ
る
演
歌
な
ど
の
演
奏
も
行
わ

れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
昼
食
後
の
ひ
と
時
を
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
、
車
い

す
体
験
、
手
話
体
験
、
救
急
法
体
験
等
が
行
わ
れ
、
ふ
れ
あ
い

も
上
が
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
子
ど
も
会
の
提
灯
や
、
口
か
ら

煙
を
噴
く
ゴ
ジ
ラ　

ガ
メ
ラ
な
ど
各
商
店
街
・
団
体
が
作
製
し

VS

た
勇
壮
な
「
ね
ぷ
た
」
が
町
内
大
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
、
カ
メ

ラ
片
手
に
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
は
、
上
空
が
あ
い
に
く
の
霧
雨
模
様
で
、
会
場
か

ら
は
見
え
に
く
か
っ
た
も
の
の
、
光
の
祭
典
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
が

飾
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

健
康
ク
イ
ズ
や
栄
養
相

談
、
食
品
添
加
物
の
見

分
け
方
な
ど
に
熱
心
に

耳
を
か
た
む
け
、
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
一
般
出

店
、
野
菜
即
売
会
、
わ

た
あ
め
販
売
な
ど
が
あ

り
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も

大
盛
況
で
し
た
。

８／１０

勇
壮
！
あ
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド

８／２５

社
会
福
祉
の
充
実
を

　

第　

回
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
火
ま
つ
り
が
、
肌
寒
く
小
雨
の

２０

降
る
中
、
島
津
公
園
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
の
風
船
割
り
大
会
で
は
、　

名
の
参
加
者
が

１００

　

北
海
道
旭
川
土
木
現
業
所
の
砂
防
事
業
と
火
山
災
害
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
も
「
親
と
子
の
火
山
砂

防
見
学
会
」
が
、
上
小
４
年
生　

名
、
西
小
４
年
生　

人
、

８０

３３

江
幌
小
４
年
生
４
人
、
清
富
小
３
・
４
・
６
年
５
人
と
親
の

総
勢　

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

２２６

　

集
合
場
所
の
上
小
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
見
学
す
る
施

設
等
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、「
砂
防
事
業
」
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し
た
ビ
デ
オ
で
学
習
し
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
橋
（
な
み
だ
橋
）
で
は
、
大
正　

年
の
被
災
写

１５

真
と
現
地
を
見
比
べ
な
が
ら
河
川
の
整
備
状
況
を
見
学
し
、

爆
発
記
念
公
園
に
あ
る
避
難
記
念
碑
、
富
良
野
川
第
２
号

透
過
型
ダ
ム
な

ど
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち

は
、
弁
当
を
食

べ
終
え
る
と
早

速
、
は
だ
し
に

な
り
、
川
へ

入
っ
て
水
遊
び

を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

８／２８

親
と
子
の
火
山
砂
防
見
学
会
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　町民の皆さんが日ごろ考えてい
るさまざまなご意見やご質問など
町民ポスト、ファックス、Ｅメー
ルなどでお寄せください。　

企画調整課広報広聴係
��６９８０

　インターネットがまだ一般的でなかった5～6
年前にホームページを作り、ネット販売をはじ
めました。今では一般的になり、どこへ出かけ
るにも仕事のパートナーとしてパソコンはかか
せない存在です。ネットサーフィンをしいると
多くの情報を得ることができ、とても楽しいと
言うオーナーの自慢は、上富良野で一番の　
「きゃらうえい」から見る景色とラベンダー色の
不思議な「花の丘カレー」です。

家庭教育シリーズ 【 18７ 】

『 家 庭 の 味 を 大 切 に 』その①

東中小学校長　湊　美津江

 村上 　武
むらかみ

    さん  
たけし

富良野原野
1085番地42

　『若いお母さんが作るような「お弁当」を作っ
てほしい』と、小学校の高学年だった頃に娘が
言った。我が家は、母、主人、私、３人の子供
の６人家族。お弁当だけは、時間をかけ私自
身、母親としての威信に懸けて作っていたつも
りであっただけに少々愕然とした。
　「エーッ！」『だって、友達がおばあちゃんが
作ったおかずなの？って言うんだもん』と言う。
ほうれん草のお浸しにかつお節、焼き魚、小魚
の天ぷら、うま煮、大豆と昆布の煮物など、朝
早くから台所に立ち、栄養のバランスや色合い
などを考えて作ってきたつもりだが、この言葉
には私も参った。それじゃとばかりに、娘と一
緒にスーパーに出かけ選食させたところ、チキ
ンナゲットと冷凍食品ばかりを選んだのであ
る。明日から寝坊できるぞと思う反面、腹立た
しい感じがしたのも事実である。
　何ケ月か過ぎて、『やっぱりお母さんのお弁
当がいい』と娘が言う。私に気を遣ってか、気
まぐれかと思い、「遠慮しなくていいよ」と言う
と、『どれを食べても同じ味で飽きてしまった』
と言う。なるほど、私が作るお弁当は、飽きが
来ないらしい。それが家庭に伝わる秘伝の味？
である事が娘に伝わった一瞬であった。
　それ以来、私が作るお弁当に「美味しかった
よ」と言葉が添えられる。　　
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ご
み
の
有
料
化
は
ご
存
知
の
と
お

り　

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、

１０
ご
質
問
の
「
ご
み
袋
の
価
格
が
な
ぜ

１
枚　

円
、　

円
と
高
い
の
か
」
と

９０

６０

い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。

　

町
全
体
の
ご
み
の
収
集
運
搬
処
理

に
係
る
費
用
が
約
３
億
１
千
４
百
万

円
を
要
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
、

有
料
化
の
対
象
と
な
る「
一
般
ご
み
」

「
不
燃
ご
み
」「
粗
大
ご
み
」
に
係
る

費
用
（
施
設
建
設
費
は
除
く
）
に
、

１
億
２
千
７
百
万
円
を
要
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
費
用
の
３
分
の
１

程
度
を
ご
み
を
排
出
す
る
住
民
の

方
々
に
負
担
を
し
て
い
た
だ
き
、
廃

棄
物
を
可
能
な
限
り
減
量
化
し
、
大

気
や
水
資
源
環
境
を
保
全
す
る
と
と

も
に
現
有
施
設
を
延
命
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
条
例
の
改
正
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
に
関
わ
り
ま
す
環

境
は
、
法
律
関
連
規
制
が
強
化
さ
れ

続
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
も

相
当
の
費
用
を
要
す
る
状
況
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
道
内
に
お
い
て
有
料
化
を

実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
多
数
（
実

施
を
検
討
し
て
い
る
市
町
村
を
含
め

る
と
約　

市
町
村
）
あ
り
ま
す
が
、

１３０

平
成　

年
度
以
降
に
実
施
し
た
市
町

１０

村
の
状
況
を
み
る
と
、
最
高
が　

㍑
４５

袋
１
枚　

円
で
、
平
均
で
は　

㍑
袋

２００

４５

１
枚　

円
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま

１００

す
。

　

富
良
野
沿
線
で
は
、
有
料
化
を
実

施
し
て
い
る
市
町
村
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
容
器
（
袋
）

は
住
民
の
方
が
購
入
し
て
、
ご
み
の

排
出
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
現
状

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
生
活
課
）

　

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
で
す

が
、
な
ぜ
ご
み
袋
１
枚　

円
と　

円

９０

６０

な
の
で
す
か
。
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
高
い
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
匿
名
、　

歳
女
性
）

４０

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す
。
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『
僕
は
、
５
歳
の
と
き
か
ら
剣
道
を
は
じ
め
ま

し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
が
剣
道
を
習
っ
て
い

る
の
を
見
て
僕
も
剣
道
を
し
て
み
た
く
な
り
ま

し
た
。
は
じ
め
剣
道
の
防
具
が
と
て
も
気
に

な
っ
て
、
僕
も
つ
け
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
一
緒
に
剣
道
を
す

る
友
達
は　

人
い
ま
す
。
毎
週
、
火
曜
日
と
木

30

曜
日
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
武
道
館
で　
１８

時
か
ら　

時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め

２１

は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
体
操
を
し
て
か
ら
、
素
振
り

を
し
て
、
そ
れ
か
ら
面
を
つ
け
て
基
本
練
習
、
最

後
に
先
生
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。
練

習
は
き
つ
い
け
ど
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
だ
か

ら
今
ま
で
練
習
を
休
ん
だ
こ
と
は
な
い
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
も
楽
し
そ
う
だ
け
ど
、
や
っ

ぱ
り
僕
は
剣
道
が
好
き
で
す
。
一
対
一
で
勝
負

が
決
ま
る
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
１
年
生
の
と
き
「
北
海
道
小
学
生
剣
道
旭

川
大
会
」（
小
1
の
部　

名
参
加
）
で
、
優
勝
し

２１

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
が
ほ

め
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
も
が
ん
ば
ろ
う
と
一

生
懸
命
練
習
し
た
ら
、
小
学
２
年
生
の
と
き
も

（
小
2
の
部　

名
参
加
）
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

54

ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
両
親
も
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
今
年
、
３
回
目
の
優
勝
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
小
３
の
部
で　

名
も
参
加
し
て
い
た
の
で
、

73

優
勝
で
き
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
連
続

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
や
っ
た
ー
と
思
い
ま

し
た
。
み
ん
な
「
が
ん
ば
れ
!
」
と
応
援
し
て
く

れ
た
の
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

剣
道
を
指
導
し
て
く
れ
る
杉
本
先
生
が
い
つ

も
言
っ
て
る
こ
と
は
、「
剣
道
の
上
達
は
、
練
習

を
休
ま
な
い
で
き
ち
ん
と
練
習
す
る
こ
と
な
ん

だ
よ
」。
そ
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
練
習
は
休
ま
ず
、
し
っ
か
り
練

習
し
て
、
ま
た
、
来
年
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。』
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

大
好
き
な
剣
道
で
３
年
連
続
優
勝

プロフィール
剣道：5級
得意技：小手
趣味：剣道のほかに、
　　　冬はスキー。
好きな食べ物：カレー

①９月28日に行われるのは、「第２８
回上川南部○○○○○○○大
会」。

②８月２８日に「親と子の火山○○○
見学会」が実施されました。

③上富良野町にある高齢者（老人）
大学の名称は、「○○○○大学」。

④市町村合併を求めて住民発議を
するときには、署名○○紙に有
権者数の５０分の１の署名を集め
て、町長へ提出します。
�犯罪や違反をつきとめ、ただす
こと。交通違反の○○○○り。
�原理をよりどころにして組みた
てた考えのこと。すじ道をおし
進めてたてられた論議のこと。
�秋の夜長によく鳴く、○○ロギ
科の体長２センチメートルほど
の黒かっ色で触角が長いこん虫。
�今は見かけなくなりましたが、
収穫した穀物からしいな・もみが
ら・ちりなどを吹きわける道具
は。
�あやぶみおそれること。不安の
こと。○○の念をいだく。

タテのカギ
�９月３日に行われたのは、「○○
○○まちづくり講演会」。
�○○を向く。無視すること。
そっぽを向くこと。
�泉栄防災センターに設置されて
いる子育て支援施設は、西児童
館と○○○○園センター。
�らせん状に巻きこんで行く水の
流れのこと。○○まきのこと。
�○○を正す。姿勢や態度をただ
してあらたまること。
�血液の循環がとどこおって、筋
肉がかたくなり、痛む状態のこ
と。肩の○○。
�かえりみち。帰途のこと。
�はじめから終わりまで、一連の
事をすること。○○○げいこ。
�○○○スタンド。机の上などに
置く、移動式の電燈台のこと。
�○○○○賞。ポピュラー音楽の
レコード・ＣＤに与えられる、世
界で最も権威ある、１９５８年にア
メリカで始まった賞。

ヨコのカギ

����

�

��

���

��

��

�

�を並べてひとつの言葉をつくって答え、
氏名を記入し、９月３０日（月）までに役場企
画調整課へご持参ください。
記念品を１世帯にひとつ、差し上げます。

答え　　　　　　  氏名　　　　　　
８月号の答えは『ジユウケンキュウ』でした。



�

　

次
回
は
看
護
師
の
服
部
祥
子
が
「
介

護
療
養
型
病
床
」
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

　

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が 
胆
石
症 
と

た
ん
せ
き
し
ょ
う

呼
ば
れ
る
病
気
で
す
。

　

胆
石
症
は
何
の
症
状
も
起
こ
さ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
胆
の
う
の
出
口

を
塞
い
で
腹
痛
を
起
こ
し
た
り
、
肝
臓

と
十
二
指
腸
の
間
の
管
に
引
っ
か
か
っ

た
り
し
て 
黄
疸 
（
か
ら
だ
が
胆
汁
の
成

お
う
だ
ん

分
で
黄
色
く
な
る
こ
と
）
を
起
こ
し
た

り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
胆
石
が
で
き
る
と
ま
す
ま
す

胆
汁
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
胆
の
う
自

体
が
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
が 
胆 
の
う 
炎 
で
す
。

た
ん 

え
ん

「
胆
の
う
の
働
き
と胆

石
症
、胆
の
う
炎
」

　
 
肝  
臓 
の
裏
側
に
張
り
付
い
て
い
る
臓

か
ん 
ぞ
う

器
に
「 
胆 
の
う
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

た
ん

ま
す
。

　

こ
の
臓
器
は
肝
臓
が
作
り
出
し
た

 
胆
汁 
と
い
う
消
化
液
を
い
っ
た
ん
貯
め

た
ん
じ
ゅ
う

て
お
き
、
食
物
が
胃
か
ら 
十
二
指
腸 
へ

じ
ゅ
う
に
し
ち
ょ
う

流
れ
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て

胆
汁
を
十
二
指
腸
へ
流
す
と
い
う
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
何
ら
か
の

原
因
で
こ
の
胆
の
う
の
働
き
が
悪
く
な

る
と
、
胆
の
う
に
た
ま
っ
た
胆
汁
の
成

分
が
沈
殿
し
、
石
の
よ
う
に
硬
く
な
る

外科医師 兼 古　 稔

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
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「腹腔鏡下胆のう
摘除術について」

　

も
ち
ろ
ん
ふ
つ
う
の
胆
の
う
摘
除
術
よ

り
高
い
技
術
が
要
求
さ
れ
る
の
で
す
が
、

当
院
で
も
昨
年
か
ら
こ
の
手
術
を
始
め
、

昨
年
一
年
で
５
人
に
こ
の
手
術
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
胆
石
症
の
手
術
は
こ
の

方
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
す
べ
て
の
胆
石
症
の
人

に
こ
の
手
術
を
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
当
院
で
も
積
極
的
に
新
し
い
治

療
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
胆
石
の
治
療
」

　

胆
石
症
は
も
と
も
と
が
胆
の
う
の
働
き

が
悪
い
た
め
に
起
き
る
病
気
で
す
の
で
、

石
だ
け
を
取
り
除
い
て
も
す
ぐ
再
発
し
て

し
ま
い
ま
す
。
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
は
胆

の
う
を
と
っ
て
し
ま
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
胆
の
う
を
と
っ
て
も
、
胆
汁
は

ち
ゃ
ん
と
十
二
指
腸
へ
流
れ
ま
す
の
で
問

題
は
起
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
は
お
腹
を
大
き
く
開

け
な
け
れ
ば
胆
の
う
が
取
れ
な
か
っ
た
の

で
、
手
術
の
あ
と
の
痛
み
が
長
く
続
い
た

り
、
手
術
後
し
ば
ら
く
し
て
も 
腸  
閉  
塞 
と

ち
ょ
う 
へ
い 
そ
く

い
っ
た
合
併
症
が
起
き
や
す
か
っ
た
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『 
腹
腔
鏡
下
胆 
の
う 
摘
除
術 
』
と
い
う

ふ
く
く
う
き
ょ
う
か
た
ん 

て
き
じ
ょ
じ
ゅ
つ

「
言
葉
」
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
こ
の
ち
ょ
っ
と
耳
慣
れ
な

い
言
葉
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

す
。

十二指腸

肝臓

すい臓

胃

胆のう

食道

胆のうに炎症が起きているようす

「
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
除
術
」

　

こ
れ
に
対
し
て
、
十
数
年
前
に
ア
メ
リ

カ
で
生
ま
れ
た
手
術
が
腹
腔
鏡
下
胆
の
う

摘
除
術
で
す
。

　

こ
の
手
術
は
お
腹
に
太
さ
１
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
の
カ
メ
ラ
（
腹
腔
鏡
）
を
入
れ
、
カ

メ
ラ
で
の
ぞ
き
な
が
ら
ご
く
細
い
機
械
を

使
っ
て
胆
の
う
を
と
る
方
法
で
す
。

　

こ
の
手
術
だ
と
、
お
へ
そ
の
下
に
２
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
の
傷
が
一
つ
、
そ
し
て
右
の

ろ
っ
骨
の
下
に　

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
傷
が

１．５

三
つ
付
く
だ
け
で
す
み
ま
す
。

　

当
然
、
手
術
後
の
痛
み
も
少
な
い
で
す

し
、
手
術
後
の
合
併
症
も
少
な
く
て
す
み

ま
す
。
そ
し
て
、
一
つ
一
つ
の
傷
が
小
さ

い
の
で
、
美
容
的
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

従来の手術だとお腹を大き
く開けなければならない

腹腔鏡下胆のう摘除術だと
小さな傷ですみます



� かみふらの 広報９月号

場所対　象　者日　　時健診・教室名など

社

会

教

育

総

合

セ

ン

タ

ー

平成１４年５月生まれの子

９月２５日（水）

４か月児健康診査

母　

子　

関　

係

平成１４年２月生まれの子７か月児乳児相談

平成１３年１１月生まれの子１０か月児乳児相談

平成１３年３月生まれの子１歳６か月児健康診査

平成１４年６月生まれの子

１０月３０日（水）

４か月児健康診査

平成１４年３月生まれの子７か月児乳児相談

平成１３年１２月生まれの子１０か月児乳児相談

平成１３年４月生まれの子１歳６か月児健康診査

平成１１年８月～
９月生まれの子１０月２３日（水）３歳児健康診査

草
分
防
災

セ
ン
タ
ー

平成１４年２～３月、
５～６月生まれの子９月２７日（金）

すくすく教室
(育児離乳食教室)

社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
及
び
公
民
館

妊婦の方
（妊娠、出産、育児につ
いての学習をし、仲間づ
くりをする場です。５日
間で１コースです。）

９月１９日（木）
９月２０日（金）
９月２７日（金）
９月３０日（月）
１０月１日（火）

マタニティースクール

※母子関係の受付時間等は個別案内します。
　マタニティースクールは初妊婦の方のみ個別案内します。

公
民
館

一般成人の方
（塩分を控えた食事づく
りを実習します。）

１０月９日（水）
１０：００～１３：００

減塩クッキング教室

成
人
一
般
関
係

公

民

館

７月の健康診査を受けら
れなかった方

１０月１６日（水）
※受付時間は後
日、個別案内
します。

住民健診
※受診票・問診票を忘
れずにご持参くださ
い。

住
民
健
康
診
査
関
係

６月のミニドック、７月
の住民健診を受診してい
ない４０歳以上の方

※がん検診のみの受診も
できます。

１０月１６日（水）
６：００～６：３０
７：００～７：３０
８：００～８：１５

セット健診

住民健診と胃がん・大
腸がん検診を同時に受
けることができます。

＊検診料　２,５００円

公

民

館

３０歳以上

１０月１８日（金）
９：１５～９：３０
１０：００～１０：１５
１２：４５～１３：００
１３：１５～１３：３０

乳がん検診

＊検診料
　視触診のみ　　   １,０００円
　マンモグラフィ併用  ２,０００
円

が
ん
検
診
関
係

３０歳以上

１０月２２日（火）
９：１５～９：３０
１０：００～１０：１５
１３：００～１３：１５
１３：３０～１３：４５

子宮がん検診

＊検診料
　頸部(けいぶ)　１,５００円

胃がん　　３０歳以上
大腸がん　４０歳以上

１０月２５日（金）
６：００～６：３０
７：００～７：３０
８：００～８：３０
９：００～９：２０

胃、大腸がん検診

＊検診料
　胃がん　　１,５００円
　大腸がん　１,０００円

※いずれのがん検診も７０歳以上（昭和８年４月１日以前生まれ）の方、
生活保護世帯の方は無料です。

宥佳は庭の花いじりがお気に
入りで、家の中では郁真の周
りにぬいぐるみをならべたり
して遊んでいます。郁真はつ
かまり立ちができるようにな
り、歩くのが楽しいようです。

寿
樹
さ
ん
･
尚
美
さ
ん
の
子

（
新
町
４
丁
目
）

 小  野 
お の

 郁 真
いく

    くん・
ま

 宥 佳    ちゃん
ゆう か

（０歳９か月）・（２歳９か月）

いつも、お兄ちゃんの後に
ついては一緒に仲良く遊ん
でいます。外では自転車で、
家の中ではつみきなどのお
もちゃで元気いっぱいに遊
んでいます。

 
佐  
藤 　

楓
 
  
 
ち
ゃ
ん

さ 

と
う 

か
え
で

　
（
４
歳
３
か
月
）　

誠
さ
ん
･
千
秋
さ
ん
の
子
（
本
町
４
丁
目
）

たたかいごっこが好きで、
姉兄や近所の子と遊んでい
ます。家の中でははだしで
元気に走り回っています。
何でも一人でしないと気が
すまない拓也です。

 
長  
谷  
山  
拓 
也
 
  
 
く
ん

は 

せ 

や
ま 

た
く 

や

　
（
２
歳
９
か
月
）　

裕
一
さ
ん
･
倫
代
さ
ん
の
子
（
泉
町
２
丁
目
）



優
良
講
習（　

分
）

30

▼
９
月　

日（
金
）　

時
〜

２０

13

　

消
防
北
署
２
階　

大
会
議
室

▼
９
月　

日（
水
）　

時
〜

２５

13

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼　

月
４
日（
金
）　

時
〜

１０

13

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼　

月　

日（
金
）　

時
〜

１０

１１

１８

　

中
富
良
野
町
公
民
館

▼　

月　

日（
火
）　

時
〜

１０

１５

13

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習（
１
時
間
）

▼　

月　

日（
火
）　

時
〜

１０

１５

１４

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

違
反
等
講
習（
２
時
間
）

▼
９
月　

日（
水
）　

時
〜

２５

14

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
６
月
か
ら
講
習
区
分
が
「
優
良
」・

「
一
般
」・「
違
反
等
」
の
３
区
分

お
忘
れ
な
く

　　保険料を納めていないと年金を受けられない場合があります。
　　忘れずに納めましょう。

旭川社会保険事務所 �０１６６ � ４４８１　　町民生活課 住民年金係 ��6985

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
町
民
生
活
係

�
�
６
９
８
５ ９月

１９日（木）
　　第３回定例町議会　２日目
　　（９：００～ 役場）

２０日（金）
　　第３回定例町議会　３日目
　　（９：００～ 役場）
　　いっしょに遊びませんか
　　（９：30～ 西保育所）

２４日（火）　
　　心配ごと相談
　　（１３：００～ 老人身障セ）

２６日（木）
　　のびのびクラブ
　　（９：００～ わかば愛育園）

２８日（土）　
　　第２８回上川南部防火駅伝大
　　会
　　（１２：３０～
　　　　　　 中富良野町役場）

３０日（月）
　　退職者辞令交付式
　　（８：３０～ 役場）
　　農業委員会総会
　　（１３：００～ 役場）

１０月

  １日（火）　
　　行政相談・心配ごと相談　
　　（１３：００～ 老人身障セ）

国民年金の実力を知っていますか？

ご
確
認
を
！

　
「
ま
ち
の
行
事
予
定
」
や
お
知
ら
せ
コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
し
て
い
る
行
事
予
定
は
、

日
時
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

主
催
者
等
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

９月のの
おお知知ららせせ
 まちの行事予定 

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
す

る
区
分
を
警
察
署
で
確
認
し
、
受

講
前
に
必
ず
免
許
更
新
手
続
き
を

警
察
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
場
合

は
、
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

�
�
０
１
１
０

受け取る年金の3分の１は国庫が負担
　基礎年金の支給に必要な費用の３分の
１は国、３分の２を加入者の保険料など
で負担しています。

　

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
第

３
期
の
納
期
限
は
９
月　

日（
月
）で

３０

す
。

　

納
入
に
は
便
利
な
口
座
振
替
が
利

介
護
保
険
料
の
納
付

保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
係

�
�
６
９
８
７

　

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

の
第
２
期
の
納
期
限
は
９
月　

日
３０

（
月
）で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

上
下
水
道
課 
下
水
道
業
務
係

�
�
６
９
８
２

用
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用

す
る
金
融
機
関
の
通
帳
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
上
、
来
庁
時
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

経済変動にも負けない
　物価の変動にあわせ
て年金額が改定される
物価スライド制により、
年金の実質的な価値が
保証されています。

老後をずっと支える終身の年金
　生涯、一定の収入が保障されています。

税金が安くなる
　保険料は全額、社会保
険料控除に､ また受け
取る年金も公的年金等
控除になり税金が安く
なります。

ご
協
力
を

　

９
月　

日
（
月
）
に
献
血
車
「
ひ

３０

ま
わ
り
号
」
が
来
町
し
ま
す
の
で
、

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

時
〜　

時　

分

１０

１０

５５

　

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
駐
車
場

（
栄
町
２
丁
目
）

　

時　

分
〜　

時

１１

１０

１２

　

ス
ー
パ
ー
ダ
イ
イ
チ
駐
車
場

（
本
町
２
丁
目
）

　

時
〜　

時　

分

１３

１４

５０

　

役
場
正
面
玄
関
前（
大
町
２
丁
目
）

　

時
５
分
〜　

時

１５

１６

　

上
富
良
野
高
校
前
道
路

（
東
町
３
丁
目
）

献
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
来
町

保
健
福
祉
課 
保
健
予
防
係

�
�
６
９
８
７

�



募
集
し
ま
す

� かみふらの 広報９月号

　

固
定
資
産
税
の
第
２
期
の
納
期
限
は
、
９
月　

日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

３０

▼
エ
ク
セ
ル
中
級
コ
ー
ス

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
表
計
算
ソ
フ

ト
「
エ
ク
セ
ル
」
で
Ｓ
Ｕ
Ｍ
・
Ｒ
Ｏ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
・
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
・
Ｉ
Ｆ
関
数
な

ど
の
使
い
方
を
練
習
し
ま
す
。

日
時　
　

月
２
・
４
・
９
・　

日　

１０

１１

（
水
・
金
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１５

受
講
料　

７，
０
０
０
円

▼
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
罫
線
書
式
設

定
コ
ー
ス

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト「
ワ
ー
ド
」を
使
い
罫
線
を
使
っ

た
表
の
作
成
と
書
式
設
定
を
習
得
し

ま
す
。

日
時　
　

月　

・　

・　

・　

日　

１０

２１

２３

２８

３０

（
月
・
水
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１５

受
講
料　

６，
０
０
０
円

●
富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
般
利
用
の
お

知
ら
せ

　

平
日
の　

時
か
ら　

時
ま
で
イ
ン

１４

１７

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。（
メ
ー
ル
の
受
信
は
出
来
ま
せ

ん
！
）

　

当
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
2
6
1
9

町防犯協会・町交通安全推進委員会・町交通安全協会（事務局：町民生活課 町民生活係）

内
容　

幼
児
の
歯
科
検
診
と
虫
歯
予

防
に
努
力
し
て
い
る
優
秀
な
母
子

を
表
彰
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
（
土
）　

時
か
ら

１０

２６

１３

ふ
ら
の
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

北
海
道 
富
良
野
保
健
所

�
�
３
１
６
１

無
料
相
談

少年の
制汗スプレー等
ガス吸入事故防止

　最近、制汗スプレー、卓上コンロ用ガ
ス、ライター用ガスなどを吸入する、い
わゆる「ガスパン遊び」を行う少年が見
られ、昨年６月に札幌市内でライター用
ガスを吸入中にタバコの火をつけようと
して爆発し、高校生が重症を負ったり、
今年７月には旭川市で１５歳の少年が制汗
スプレーのガスを吸入し、意識不明で倒
れ、まもなく収容先の病院で死亡するな
どの事件が起こっています。
　家庭では、青少年の「ガスパン遊び」
をさせないよう徹底しましょう。また、
そのような遊びをしているのを見かけた
ら、注意をしましょう。

歩行者・自転車利用者の皆さん

気をつけて！　身につけて！
夜光反射材夜の外出

商店などの前から横断するとき
　商店などの付近の、明るい照明があ
たらない暗い場所からの横断はやめま
しょう。

広い道路を横断するとき
　必ず自分の目で安全確認して
から横断しましょう。（特に左か
ら来る車に注意しましょう。）

走行する車の間を横断するとき
　走り去った車の直後から渡らず、車
の流れが途切れるのを待ちましょう。

交差点の横断歩道を渡るとき
　右左折してくる車をやり過ごしてか
ら渡りましょう。

車の前を歩く（走る）とき
　反射材を身につけるようにし
ましょう。また、自転車は必ずラ
イトをつけましょう。

無
料
調
停
相
談
会

富
良
野
調
停
協
会��

０
０
９
８

　

金
銭
の
貸
借
、
損
害
賠
償
、
夫
婦

や
親
族
の
も
め
ご
と
等
、
日
常
生
活

の
紛
争
解
決
の
た
め
、
次
の
日
程
で

『
無
料
調
停
相
談
会
』
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

９
月　

日
（
金
）

２７

　
　
　
　
　
　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１０

１５

場
所　

富
良
野
市
文
化
会
館

　

１
階　

研
修
室

相
談
担
当
者　

富
良
野
調
停
協
会
所

属
の
調
停
委
員

問
合
せ　
�
０
７
６
‐
０
０
１
８

　

富
良
野
市
弥
生
町
２
‐　
５５

　

富
良
野
簡
易
裁
判
所 
内

▼
女
性
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発

　

女
性
が
職
場
・
組
織
の
有
能
な
メ

ン
バ
ー
と
し
て
必
要
な
自
己
啓
発
と

キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
い
て
、
学
び
ま

す
。

対
象
者　

女
性
社
員
（
全
業
種
）

定
員　
　

名
２５

研
修
期
間　
　

月
１
日
（
火
）
〜

１０

　
　
　
　
　

４
日
（
金
）（
４
日
間
）

受
講
料　

３
０，
０
０
０
円

▼
職
場
の
問
題
発
見
と
解
決
法

　

職
場
で
発
生
す
る
問
題
や
潜
在
化

し
て
い
る
問
題
と
そ
の
原
因
の
と
ら

え
方
、
分
析
と
解
決
策
を
見
出
す
方

法
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
演
習
及
び

自
社
の
課
題
に
対
す
る
個
人
演
習
な

ど
で
学
び
ま
す
。

定
員　
　

名
２５

対
象
者　

管
理
者
（
全
業
種
）

研
修
期
間　
　

月　

日
（
月
）
〜

１０

２８

　
　
　
　
　
　

日
（
木
）（
４
日
間
）

３１

受
講
料　

３
０，
０
０
０
円

中
小
企
業
者
研
修

中
小
企
業
大
学 
旭
川
校

�
０
１
６
６�
１
２
０
０

場
所　

富
良
野
市
文
化
会
館

　

中
会
議
室
ほ
か

対
象
者　

平
成　

年
４
月
現
在
で
満

１４

４
歳
か
ら
６
歳
で
、
現
在
虫
歯
の

な
い
幼
児
と
虫
歯
予
防
に
努
力
し

て
い
る
母
親

申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１０

１１

満７０歳以上から表示するよう
に努めなければなりません。

（法７１条の５第２項）



�

児児童童館館だだよよりり
東児童館　��４０９７

料理教室！
日時：９月２８日（土）１０：００～
対象・定員：小学生・３０名
参加料：２００円（材料費）
持ち物：エプロン、三角きん、手
拭タオル、タッパー、はし
申込み：９月１４日（土）から定員
になり次第締め切ります。
内容：ライスサンドとおみそ汁を
作ります。

絵手紙作り！
日時：１０月１９日（土）１０：００～
対象・定員：小学生・３０名
参加料：無料
持ち物：小筆、絵の具
申込み：１０月７日（月）から定員
になり次第締め切ります。
内容：絵手紙を作り、文化祭に出
展します。

西児童館　��６３４６

映画会
日時：９月２８日（土）１３：３０～
対象：来館者全員
参加料：無料
内容：おもしろアニメをたくさん
上映します。

トールペイント
日時：１０月１２日（土）１３：３０～
対象・定員：小学生以上・20名
参加料：３００円（材料費）
申込み：参加料を持参し、申し込
みをしてください。定員にな
り次第締め切ります。
内容：ベニヤ板、絵の具、ふで等
を使って自分のメモボードを
作ります。

in
fo
rm
a
tio
n

統計で働く姿を見つめよう

平成１４年１０月１日現在で
就業構造基本調査

を実施します
総務省では、国民のふだんの就
業・不就業の状態を調べるため、
１０月１日に就業構造基本調査を
実施します。
調査対象となった世帯には、統
計調査員が伺い調査票の記入を
お願いしますので、よろしくご
協力ください。

総務省統計局・北海道
http://www.stat.go.jp/

全 国 道 路 標 識 週 間
１０月１日～７日

　全国道路標識週間は、道路標識に対する関心を高め、標識の果
たす役割を理解していただくことを目的としています。
　現在、親しみとうるおいのある標識整備を進めており、道路案
内や安全走行の充実を図っていますが、より一層分かりやすく
利用しやすいものとするため、皆様からのご意見やアイディア
をお待ちしています。

北海道開発局 旭川開発建設部 道路第２課　０１６６�２１３１
北海道 旭川土木現業所 道路建設課　　　　０１６６�５１１１

当
要
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遺
言
も
公
正
証
書
よ
り
法
律
に

従
っ
た
内
容
で
作
成
し
て
お
け
ば
、

遺
産
分
割
を
め
ぐ
る
相
続
人
間
の
争

い
や
無
用
な
手
続
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
様
式
が
厳
格
な
自
筆
遺

言
証
書
と
は
違
い
、
家
庭
裁
判
所
で

す
べ
て
の
相
続
人
ま
た
は
そ
の
代
理

人
が
立
会
う
な
ど
の
検
認
を
受
け
な

く
て
も
遺
言
者
の
意
思
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
公
正
証
書
の
作
成
の
ほ

か
、
私
文
書
の
認
証
、
日
附
の
証
明

な
ど
公
証
業
務
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
公
証
週
間
に
関
係
な
く
土
曜
･
日

曜
、
祝
日
を
除
き
、
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。

住
所　

旭
川
市
４
条
通
９
丁
目

　

朝
日
生
命
旭
川
ビ
ル
２
階

　
�
０
１
６
６�
５
５
５
３

公
証
業
務
に
つ
い
て
の
相
談

旭
川
公
証
人
合
同
役
場

�
０
１
６
６�
０
０
９
８

　
　

月
１
日
か
ら
７
日
は
『
公
証
週

１０
間
』
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、
公
証
人
が
作
成
す

る
公
文
書
で
強
い
証
拠
力
が
あ
り
、

当
事
者
の
権
利
と
義
務
を
明
確
に
し

て
争
い
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
貸

借
、
売
買
、
債
務
弁
済
、
協
議
離
婚

な
ど
多
く
の
契
約
や
遺
言
に
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
銭
の
支
払
を
約
束
す
る
契
約

で
、
債
務
者
が
そ
の
約
束
を
守
ら
な

い
と
き
は
強
制
執
行
に
従
う
こ
と
が

記
載
さ
れ
た
公
正
証
書
が
あ
れ
ば
、

債
権
者
は
、
訴
訟
や
調
停
な
ど
の
手

続
に
よ
ら
な
く
て
も
債
権
の
内
容
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
債

務
者
が
倒
産
し
た
と
き
も
簡
単
に
配

　皆さんのまわりで地域のために
貢献されている方や団体、他の模
範となる方がいらっしゃいました
ら、９月２５日（水）までにご連絡
ください。

これまでの表彰例
・交通事故防止に永年尽力された
方
・家庭に恵まれない子供たちへの
援助に尽力された方
・人命救助の実践や協力された方
・奉仕の精神により公益のために
尽力された方
・地域の環境整備に尽力された方

など

問合せ　総務課庶務係　��6400

善行表彰候補者の推薦をお願いします
　町では、毎年｢ 文化の
日｣ に次のような方々を
表彰しています。

◎自治功労表彰
自治の振興発展に大きな
功労を果たされた方。

◎社会功労賞
行政の各分野で、大きな
功績があった方。

◎勤続表彰
町の特別職等として６年
以上勤められた方。

◎善行表彰

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●



　　　ヒグマ出没にご注意を！これからの山菜採り
農作物収穫シーズン

� かみふらの 広報９月号

　

国
民
健
康
保
険
税
の
第
３
期
の
納
期
限
は
、
９
月　

日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

３０

自衛隊 上富良野募集事務所　��3412　　　自衛官採用試験のご案内自衛官採用試験のご案内 役場 企画調整課 基地調整室　��6980　

ホームページは、http : / /member .n i f ty .ne . jp /asah ikawaplo /　です。

待遇・その他合格発表試験日受付期間資　　格募集種目

・修学年限　３年

・看護婦(士)免許取得後、
２等陸曹

１次：１１月５日(火)
最終：１５年
　　　１月１５日(水)

１次：１０月２２日(火)
２次：１１月２２日(金）
　　　　～２３日(土)

９月１２日(木)～

１０月１１日(金)

高卒(見込含)～

24歳未満
看　護　学　生

・修学年限　６年

・医師免許取得後、幹部
(２等陸・海・空尉)

１次：１１月２６日(火)
最終：１５年
　　　２月１３日(木)

１次：１１月２日(土)
　　　　～３日(日)
２次：１２月４日(水)
　　　　～６日(金)

高卒(見込含)～

２１歳未満

防衛医科大学校
学　　生

・修学年限　４年

・卒業後１年で幹部
(３等陸・海・空尉)

１次：１２月３日(火)
最終：１５年
　　　２月１３日(木)

１次：１１月９日(土)
　　　　～１０日(日)
２次：１２月１０日(火)
　　　　　　～１３日(金)

一　

般

防衛大学校
学　　生

農作物の収穫をまもなくむかえ、ヒグマと人が出会う可能性がでてきます。
事故を起こさずヒグマと人とが共存できるよう、次のことに注意をお願いします。

○ヒグマが出没しそうな場所に入る、また、作業を行う場合は笛を吹く、大
声を上げる、空き缶を叩く、鈴をつけて歩くなど人の存在を気づかせる。
○雨、濃霧、夕暮れ等ヒグマが行動を開始する時間帯は一人での行動を慎む。
○ゴミは全て持ち帰り、埋めたり放置したりしない。
○熊を発見した場合は、慌てずに落ち着いて行動してください。
・遠くにヒグマを見つけたら
　ヒグマがこちらに気づいていないなら、その場を静かに立ち去りましょ
う。

・ヒグマがこちらに気づいていたら
　ヒグマの移動する方向を見定めながら静かに立ち去りましょう。普通に
していれば、ほとんどのヒグマは立ち去るはずです。

・それでも近づいてきたら
　ヒグマの目をにらみ続けてください。そして、ヒグマの動きを見ながら
ゆっくりと後退してください。この時、持ち物をそっと置くとヒグマの
気を引き時間をかせげます。

ヒグマの生態
エゾヒグマ

（ヒグマの亜種）種　類

約２,０００匹程度
（北海道）生存数

２ｍ
～２ｍ３０㎝オス

体　長
１ｍ６０㎝
～１ｍ８０㎝メス

１２０～２５０㎏オス
体　重

８０～１５０㎏メス

２０～３０年寿　命

雑　食食　性

単独行動生　活

１１月～３月くらい冬ごもり

ヒグマの足跡やふん、食害などを発見した場合は、農業振興課 林務係 ��６９８４までご連絡をお願いします。

試験種目試験日受付期間応募資格募集種目

筆 記 試 験

（小論文）、

口述試験及

び身体検査

１１月２３日(土)
９月１２日(木)～

１０月１１日(金)

日本国籍を有する者で平成１４年４月１日現在、
・３６歳未満で免許取得者
（看護婦(士)免許を有し、保健婦(士)もしくは助産婦　　
免許を有する者（免許取得見込み含む。））

・３３歳未満で看護婦(士)免許取得後、看護婦(士)としての勤
務経験を有する者

陸上自衛官
看護陸曹要員

筆 記 試 験

（小論文）、

口述試験及

び身体検査

１１月２６日(火)
１０月１０日(木)～

１１月１日(金)

条　　　　件科目区分

日本国籍を有
し、医師免許
または歯科医
師免許を取得
している者

医科・歯科幹

部自衛官

学会指導医資格保有者
内科（特に消化器内科）、外科ま
たは整形外科

医 科
海
上
自
衛
隊 経験年数３年以上９年未満歯 科

整形外科で経験年数１０年以上
消化器内科で経験年数１０年以上医 科

自
衛
隊

航
空



ラベンダーハイツへ
◎犬伏春男さん（新町３丁目）
から入所者用にと、かき氷機
１台（３万円相当）を

◎松浦豊子さん（大町１丁目）
から備品購入資金として、５
万円を

◎金澤智子さん（錦町１丁目）
から入所者用にと、カラーテ
レビ１台（３万円相当）を

町立病院へ
◎松浦豊子さん（大町１丁目）
から看護用品等備品購入資
金として、２０万円を

上川南部北消防署へ
◎高橋隆次さん（扇町１丁目）
から消防施設整備資金とし
て、３万円を

社会福祉協議会へ
◎多田房子さん（旭町１丁目）
から夫・徳三さんの死去に際
し、５万円を

◎早田英雄さん（泉町１丁目）
から子・秀美さんの死去に際
し、３万円を

◎松浦豊子さん（大町１丁目）
から夫・勝一さんの死去に際
し、１０万円を

◎佐々木春雄さん（東１線北２７
号）から母・千代子さんの死
去に際し、３万円を

◎白井広正さん（細野農場内）
から父・清さんの死去に際
し、１０万円を

�

十
勝
岳
の
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　北海道旭川土木現業所では、富良野川の火山砂防事業として砂防ダ
ムの建設やダム施設の見学会などを通じ、十勝岳噴火災害を減じるこ
とに努めています。

○土地に刻まれた災害の歴史
　1926年(大正15年)の十勝岳噴火により融雪型の火山泥流が発生し、
144人の方が犠牲になりました。泥流が流下した地域の地面を掘り返
すと当時の堆積物が出てきます。土地に刻まれた泥流災害の歴史の上
に上富良野町があります。

○火山砂防
　大雨の時におこる土石流やがけ崩れ、土砂で川が埋まって洪水にな
るなど、土砂が原因でおこる災害を防ぐ仕事を「砂防」と言います。
　では、『なぜ「砂防」で火山を相手にするの？』というと、火山でた
まった溶岩流や火砕流、火山灰などが大雨などにより、水と一緒に流
れ出す土石流となるため、砂防の仕事となっています。
　火山泥流災害は、「土砂が悪さをする災害」とも見ることができま
す。（有珠山の熱泥流など）

○土砂災害
　土石流や火山泥流は、異常に多くの土砂が流れ出す現象です。水よ
りも重たいので破壊力が強く直進性があります。この直撃を受けた場
合には犠牲者がでたり、家屋が流失したりなど、壊滅的な被害が起き
ます。

○富良野川火山砂防は世界をリードする砂防です
　火山砂防は全国で行われていますが、富良野川には、「そのスケール
の大きさと歴史」・「災害と対策」・「取り組み方（①大正泥流で破壊さ
れた森林の回復研究、②備え着々と準備を想定した予防的な砂防の取
り組み）」から、日本をはじめ火山を抱える各国の火山学者や砂防技術
者が視察にきています。

問合せ　北海道 旭川土木現業所 富良野出張所　��2168

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

� 富良野川火山砂防（その１）

富良野川の第４号透過型ダム富良野川の第４号透過型ダム
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●人のうごき●
平成１４年８月３１日現在

(　)は前月比

(－３)12,845人人 口
(－１)６,563人男
(－２)６,282人女
(－８)５,390世帯世 帯

　　　この広報誌は、この広報誌は、資源リサイクルの資源リサイクルの
ため、古紙混入率100％の再生紙　　　ため、古紙混入率100％の再生紙
を使用し　　　を使用していますています。。

手話で体験「アリガトウ」
８月２５日 ふれあい広場
社会教育総合センター

９月号表紙写真９月号表紙写真

　先月号の尾崎さんとは、24年
来の付き合いだという大林さん
にお逢いしました。
「息子も数年前にこのコーナー
に載り、今度は私にめぐってき
てびっくり。今は、その息子の
子、私の『孫』ができるのを楽
しみにしています。趣味という
か、温泉につかるのが、ゆった
りとリラックスできていいです
ね。毎年誕生日に、双子の姉と
二人で温泉に行っています。双
方の旦那の許しを得てね。（笑）
食べ物がおいしくて、ゆっくり
できる温泉がいいです。私は車
の運転ができないので、いつも
姉が登別などの長距離を運転し
てくれ、疲れてしまってかわい
そうなので、今年は近くの温泉
にしようかと行き先を考え中で
す。」と話してくれました。

 大  林  
おお ばやし

 三  枝 子    さん
み え こ

昭和２５年生まれ
西町２丁目

は
じ
き
絵
『
ひ
ま
わ
り
』

子どもたちで花火の話をし
ながら想像をふくらませて
ていねいに描きあげました。
今年一番の素敵な花火にな
りましたね。　　（松田先生）

西
保
育
所

 中  川  あずさ ちゃん
なか がわ

（平成８年生まれ・松井牧場）

みんなで育てているひまわ
りをクレヨンでダイナミッ
クに描き、絵の具をぬると
はじき「スゲェー」と感動し
ていましたね。　（松田先生）

 菅  野   達 章    くん
すが の たつ あき

（平成８年生まれ・泉町２丁目）

はじき絵『打上げ花火』

編集後記

■疲れたときには温泉がいいですね。
気持ちも身体もリフレッシュ、健康に
も温泉はいいですよね。できるもの
なら自宅のお風呂を温泉にして毎日
入りたいと思いますが、やっぱり温泉
は広い浴槽じゃないとね。町にも５
箇所の温泉がありますから、ゆっく
り、のんびり、これからの季節にも温
泉はいいですね。　　　　 （おざわ）

■今年はヒグマが出没する時期が例
年より早く、目撃数も多い。ヒグマは
夜行性のようですが、朝、畑にいる姿
を目撃されるなど、人目をはばからず
に出没してます。『防災かみふらの』
でも注意を呼びかけていますが、山林
付近をジョギングなどで通る人や山
菜採りに入る人は、十分注意してくだ
さい。　　　　　　　　　（いわさき）



まなびの輪 ９月号 �

健康づくり運動実践活動
（ウェルビクス）　１０：００～ �社 

10／
2 水子育て広場　　　　１０：００～ �社 

９／
１３金

子育て広場　　　　１０：００～ �社 １１金文化講演会　　　　１９：00～ �社 １４土
健康づくり運動実践活動
（ウェルビクス）　１０：００～ �社 １６水矢吹紫帆シンセサイザー

コンサート　　　　１８：００～ �公 １６月

子育て広場　　　　１０：００～ �社 １８金天体観測会　　　　１９：００～ �西 １７火

映画鑑賞会　　　　１９：００～ �社 ２４木第４回住民会対抗パーク
ゴルフ大会　　　　 ８：３０～ �島 ２２日

子育て広場　　　　１０：００～ �社 ２５金水泳技能認定会  　 １９：００～ �海 ２５水
ハローウィンパーティー
　　　　　　　　　１４：００～ �社 ２６土映画鑑賞会　　　　１９：００～ �社 ２６木

一一 般般 書書
生きかた上手　　　（日野原重明）

十津川警部ロマンの死　銀山温泉
　　　　　　　　　（西村京太郎）

ニューヨークの悪魔
　　　　　　　　　（斉藤　　栄）

合衆国封鎖（上・下）
　　　　　　　　　（大石　英司）

十七年の空白　　　（西村京太郎）

十津川温泉殺人事件
　　　　　　　　　（吉村　達也）

セイジ　　　　　　（辻内　智貴）

三人吉三　　　　　（鈴木輝一郎）

世界一周クルーズ殺人事件
　　　　　　　　　（木谷　恭介）

天の瞳　あすなろ編Ⅰ　　
　　　　　　　　　（灰谷健次郎）

児児 童童 書書
１４ひきのとんぼいけ
　　　　　　　　　（芭蕉みどり）

おばけめぐり　　　（瀬川　昌男）

のんびり森のかいすいよく
　　　　　（かわきた　りょうじ）

そして犬は走ってゆきます
　　　　　　　　　（五味　太郎）

あたまにつまった石ころが
　（キャロル・オーティス・ハースト）

カマキリくん　　　（タダサトシ）

るーぱくんのおべんとう
　　　　　　　　（もりた　かず）

がんばれ！くるまいすのうさぎ
ぴょんた　　　　　（岩崎　京子）

さくらんぼ　さくらんぼ
　　　　　　　　　（岸田　衿子）

ほしがいっぱい　　（岸田　衿子）

参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーー
９月１３日～１０月３０日までの

�社  … 社会教育総合センター
�海  … Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
�西  … 西小学校チャレンジ天文台
�島  … 島津公園パークゴルフコース
�公  … 公民館

　北海道舞台塾inふらの支援事業

地球、光りなさい！
　雪崩により、山の飯場は閉ざされた。世間から見放された６人の男達。
そこに、激しい光とともにＵＦＯが現れ、宇宙人が降り立った。彼らは、
地球に宇宙船の動力である純粋な水を求めていた。宇宙人との交流を通
じて、環境と人類と地球への警告。

　倉本　聰の最新作（作・製作）を、舞台や衣装は「北海道舞台塾inふら
の事業」により、地域の住民が製作しました。
　富良野塾生の熱い演技をご覧ください。

　公演の日程と時間　１０月３日（木）　２０時
　　　　　　　　　　１０月４日（金）　２０時
　　　　　　　　　　１０月５日（土）　１４時、１９時
　　　　　　　　　　１０月６日（日）　１４時

　会　場　富良野演劇工場（富良野市中御料）

　入場料　シャポー募金。
　　　　　ご覧いただいた後、お気に召された方は ロビーに置いてある
　　　　　シャポー（帽子）に募金をお願いします。

　整理券　整理券が必要です。
　　　　　詳しくは、富良野演劇工場（��０３３３）まで、お問い合わせく
　　　　　ださい。

観　測　対　象観測時間観　測　日

上弦の月、天王星、海王星１９時００分集合９月１７日（火）

上弦の月、天王星、海王星１９時00分集合10月１１日（金）

天体天 体 観 測 会観 測 会 開開 催催

西小学校チャレンジ天文台で、定期
的に月に１回の天体観測を開催しま
す。時間になりましたら開始します
ので、お集まりください。

場　所　西小学校チャレンジ天文台
問合せ　社会教育総合センター

※悪天により天体観測不能の場合は、ビデオによる天体鑑賞会とします。順延は行いません。

公民館図書室

新刊のご案内



� まなびの輪 ９月号

生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

information

講座・教室

☆9月の映画鑑賞会

　「紅の拳銃」

　唸るコルト！暗黒街を血に染め
て、一人の殺し屋が駆け抜ける。
伝説の男、赤木圭一郎の魅力が炸
裂。　

と　き　９月２６日（木）１９時～

ところ　社会教育総合センター

             視聴覚室

出　演　赤木圭一郎　笹森礼子

鑑賞料　無   料

映画・芸術鑑賞

パソコン初級・ワード年賀状作成技術講習会
　パソコン技術講習会の開催は、平成１４年1２月で終了です。

※　申込み・問合せは社会教育総合センターまで

午後講習：1４時～１７時　夜間講習：１８時～２１時講 習 名

１０月２日（月）～ １０月１０日（木）　午後講習・夜間講習初     級

１０月２１日（月）～ １０月２４日（木）　夜間講習のみ
ワード

年賀状作成
１１月１１日（月）～ １１月１４日（木）　午後講習・夜間講習

１２月２日（月）～ １２月５日（木）　午後講習・夜間講習

☆健康づくり運動セミナー

「太極拳教室」

　腰痛の予防効果があり、足腰老
化の予防にとても良いです。

と　き　９月２４日（火）　１９時～

ところ　社会教育総合センター

講   師    町立病院理学療法士

　　　　平山隆久　氏

参加料　無料

持ち物　タオル・筆記用具

定　員　３０名

申込み　９月２０日（金）まで

☆上富良野町公民館事業

　♪矢吹紫帆♪

シンセサイザーコンサート

～初秋幽玄～

　神々の古郷三重県の熊野市から
魂に響く音楽をお届けします。

と　き　９月１６日（月）

　　　　１８時００分開場

　　　　１８時３０分開演

ところ　上富良野町公民館

入場料　無料

　はじめたころは、女子と練習試合をしても勝てなかったのですが、
最近では勝てるようになってきて、少しは上手くなってきているのか
なと思います。今では、もっと練習してみんなで管内大会に出場した
いです。」と話してくれました。

　７月２９日から８月２０日の夏休み
期間中、郷土館では町内にある各
史跡６ヶ所にスタンプ台を設置し、
自転車でまわるスタンプラリーを
開催しました。全部で２０組の親子
が参加し、今回親子で参加してい
ただいた本町５丁目に住む栗山洋
一さんのお子さんの 賢  門 くん（江幌

けん と

小４年）、 怜  也 くん（江幌小２年）
れい や

に参加の感想をお聞きしました。

　昨年、男子生徒不足により、野球部がな
くなり、テニス部として活動をはじめた東
中中学校男子テニス部主将の太田光俊くん
（３年）に話をお聞きしました。
　「野球ができなくなってテニスをするこ
とになりましたが、はじめのうちはまだ野
球に未練がありましたね。でも、テニスを
やっていくうちに野球とは違った面白さが
あり、例えば、難しいサーブやショットが
決まった時は自然と叫んでしまいますね。

　兄の賢門くんは、「ぼくはスタンプラリー３回目の参加です。今回
はお父さんに誘われ参加しました。おつかいでスーパーに行く以外
はあまり自転車に乗らないので疲れたけど、前と違う場所もあって面
白かった。」と、弟の怜也くんは、「今回、初めて参加しました。草分
に行く途中、坂があり、疲れて何回も引き返そうとおもったけど、お
父さんとお兄ちゃんと一緒にがんばりました。今回パーフェクト賞
があたらないのが残念だったのでまた来年も参加してみたい。」と話
してくれました。
　郷土館では、気軽に参加していただける事業をご案内しています。
　来年も趣向を凝らし、ぜひ皆さんに参加していただきたいと思いま
す。

郷土館スタンプラリー親子でチャレンジ！

東中中 男子テニス部

栗山怜也くん・賢門くん栗山怜也くん・賢門くん
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　上富良野町子ども会育成協議会は現在、３７の子ども会が加盟しており、約７００名の子どもたちで構成
されています。子ども会育成協議会では、キャンプやリーダー研修会、球技大会など、年間を通じて多
くの子ども会行事を開催し、活発な活動をしています。また、毎年北海道を訪れる三重県津市や埼玉県
松伏町の子ども会とも積極的に交流を深め、お互い多くの友達をつくり、交流の輪を広げています。
　子ども会は小学生の会員はもとより、中学生や高校生になっても子ども会活動をサポートする「パ
レット」（子ども会リーダーサークル）という会があり、レクリエーションを通じて活動を盛り上げる
とともに、年齢的な縦社会の中、社会のルールや集団生活のルールなどを宿泊研修等を通じて学び、こ
どもたちを指導していくことを目的に活動しています。

声で笑ったり、すごく楽しいです。だから「子ども会会
員のみんな～！いっぱい行事に参加してね!!」
　これからも楽しい活動を計画したり、私たち自身が
小学生の見本となるような立派なリーダーになるよう
に頑張ります。また、子ども会活動だけではなく、ボ
ランティア活動なども積極的にしていきたいです。今
はパレットの活動をすることが一番楽しいです。

　私は子ども会の育成協議会
長をつとめて８年になり、
年々各単位子ども会や会員の
数が増え、また、子ども会の
行事も毎年増えて大変充実し
た活動をしています。最近で
は、外で遊ぶ子どもが減り、
家にこもりがちな子が増えて
います。
　日が暮れるまで外を走り回

り、泥だらけになって自然の中で遊ぶ、そんな楽しさ
や素晴らしさを子ども達に伝えていきたいと思ってい
ます。また、集団生活を通じて多くのことを感じ、学
んで欲しいです。やっぱり子ども達の元気な姿や笑顔
は最高ですから。
　これからも、もっと将来を担う子ども達のための子
ども会活動を推進していきたいです。

　上富良野町子ども会育成協議会　
会長　稲毛 保夫　

　「パレット」は、主に子ども
会の行事で小学生とレクリ
エーションをしたり、宿泊研
修の時には班のリーダーとな
り班をまとめたりと子ども会
活動のお手伝いをしていま
す。いつも小学生の元気の良
さに負けてしまいそうになり
大変なこともありますが、み
んなで歌を歌ったり、大きな

　子ども会リーダーサークル『パレット』　
会長　徳武 紗千恵（上富良野高校１年）

8月２４日8月２４日
『国立日高少年自然の家』にて『国立日高少年自然の家』にて


